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西ドイツ留学生活にて感じた ζとども
私は 1966年9月より 1967年 10月まで，西ドイツ 
Bad Nauheimにある Kerckhoff-Institutの客員研究
員として研究生、活を送る機会を得た。いま，この 1年2
カ月の留学生活を振り返って見ると，学問上の知識以外
に多くのものを体験し得てきたように思う。再び千葉の
教室に戻り，かの地における研究生活を振り返り，また
かの地で見てきた大学 Klinikの様子をわが国における
現状と比較し，自らを反省することは私自身にも大切な
ことであると思うし，貴重な紙面を割いても，これを御
報告することは，われわれの周囲の医学研究のあり方を
より良くする上で何らかの御参考になるものではないか
と考えつつ筆を進める次第である。
長 女"*
研究生活の様子を述べる前に私の所属した Kerckhoff-
Institut，IIte Abteilung (Abteilung fur experimen-
telle Ophthalmologie)について簡単に記したい。
西ドイツのほぼ中央， Frankfurtの北約 30kmに人
口約 3万人の小さな温泉町がある。この町が BadNau-
heimで， この町のほぼ中央に，森と小川に固まれた静
かな雰囲気の中に立つ建物，これが Kerckhoff-Institu t 
である。正確には WilliamG. Kerckhoff-Institut der 
Max-PlanckGesellschaftと呼ぶ。 WilliamG. Kerck-幽 
hoffは遺言により Institutの建物を寄附した人の名。
本来この研究所は循環，体温等を主研究とした研究所で
あったが， 1962年，視覚に関する電気生理学を専門とす
る Prof.E. Dodtが着任し， IIte Abteilungが独立
した。 Prof.E. Dodtは 1955年頃，ちょうど本間三郎
教授と相前後して Nobel-Instituteにて， Prof. Granit 
のもとで視覚について研究された。このほか， Kerckhoff-
Institutと千葉大学にはいろいろなつながりがある。
福田篤郎教授の教室の入来助教授も数年前， 2年半ほ
ど，この Institutで研究しておられた。そんなわけで 
1965年，国際生理学会が日本で聞かれたおり，研究所の 
Dr. Klussmann，Dr. Heerdの2人が来日し，千葉大
学を訪れている。また， Dr. Klussmannは本間教授の
教室の高野講師が Gδttingen大学留学当時の同僚であ
った。そういうわけで、“Chiba"も，“Chiba-Universitat 
も KerckhoιInstitutにおいて良く知られており，こ
のことは私の研究生活をかなり恵まれたものにした。
研究所全体で Dr.は約 25人ほどであるが， Prof. 
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Dodtの Abteilungは Prof.以下 8名。このうち 4人
が Ophthalmologで，その国籍は， ドイツ，ギリシャ，
チェコ，日本各 l人と国際色は誠に豊か。 Ophthalmolog
は大低 2，3年ここで研究し， Arbeitをまとめて，また
自分の教室に帰って行く。 Marburgの大学からきてい
る Dr.に“あなたがここにきた目的は何か"と愚聞を
呈したら“Arbeitしたいから。大学の Klinikでは 
Arbeitできないから"というすなおな返事であった。
実際， ドイツの大学の Klinikの実状は日本と同様，診
療に追われており，ゆっくり研究する暇はない。この点，
眼科医が 1年なり， 2年なり，じっくりと臨床の基礎と
なる研究を行ないうる，このような研究所があることは，
うら冷ましい限りである。
交 交官
研究および研究室のムードをひと口でいえば一一ひと
口にいい表わすのは難かしいが一一静かで、，おだやかで，
そして厳密であった。御承知のとおりドイツでは時聞に
ついてはきわめて厳格である。たとえば会議とか講演
の場合，開始時刻は 1分も遅れることはない。また， 
Klinikでも朝の診療開始の 8時が l分も遅れない。そ
の割には私の属した Abteilungはおおらかであった。
研究時間は 8時より 18時，昼休み 2時間。 8時開始とい
っても，おのおのが自分の研究室に閉じこもっての各個
研究であるので，おおむね 8時 10分頃研究開始。 8時半
頃には各研究室のドアには“Bitte，nicht storen!"の
札がかけられる。 Abteilung全体で Assistantが2人。 
Prof.Dodtも自室で 1人で実験をしておられた。 Bad 
Nauheimのような小さな町では若い人が働らきたがら
ないために人手不足の由である。終始 I人で自室に閉じ
こもっての研究であったが，それでもなれぬ海外生活の
私に何の重苦しさも感じられなかったのは Abteilung
全体の雰囲気，ことに人格者である Prof.E. Dodtの
人柄によるものであったろうと深く感謝している。実験
がスムースに進まず，毎日，毎日失敗の続くこともあっ
たが，廊下やエレベータ{で Prof.Dodtに会うと必ら
ず“今日の実験はどうだったか"とにこやかに話しかけ
てくる。私が悲しそうな顔で“猫が動いてまた失敗でし
た"と答えると“ふーん，猫が動いたか"と微笑の表情
を変えぬ Prof.Dodtに，いつのまにか私の気持も明る
くなり，実験や研究がそんなにスムースに進むはずはな
902 西ドイツ留学生活にて感じたことども
い，失敗の繰り返しのうちに自然に成果も上がるのだ，
と悟るようになり，また気持良く研究が続けられるとい
うぐあいであった。毎日午後 3時から 30分聞がお茶の
時間。 Abteilung全員が  Tee-Zimmerに集まり，コ
ーヒーかお茶を飲みながら雑談がはずむ，茶の間の話題
は，自動車の話，昨日のサッカーの話，選挙の話等々日
本の医局の話題と同様である。 3時 30分，まず席を立つ
のは Prof.Dodtである。それから 6時まで再び研究。
それにしてもこの間 8時から 18時まで，何の妨げもなく
完全に自分の時間として研究に専念できるということは
当然とはいうものの， うらやましい限りである。研究以
外の仕事といえば，毎曜火曜午後 5時からの会議。それ
と4月から 6月まで Giessen大学医学部学生の生理学
実習が週 2回，午後 3時から午後 6時までであった。こ
の時われわれ眼科医の仕事は検眼鏡による眼底検査の指
導で，これは何の準備も要らぬ，むしろ楽しい仕事であ
った。もっとも前述したように 4人の眼科医のうち 3人
が外人であるので，学生達は怪しげなドイツ語の説明で
閉口したろうが，皆熱心に聞いて実習を行なっていた。 
7月上旬実習の終了後，学生チーム対 Dr.チームの
サッカー試合で 12対 lのスコアで Dr.チームが学生チ
ームに敗れた試合のことなど懐かしく思い出される。
もっとも大学の Klinikの場合は，前述したように診
療が忙しく，ゆっくり研究する時間のないのは日本と同
様である。大学によっても異なるが，たいていは朝 8時
より午後 l時まで，午後 4時から 7時まで，一瞬の休みも
なく診療が続く。 Marburg大からきた Dr.が“Klinik
では Arbeitができないから"というのも無理はない。
もちろん K 1inikによっては Prof.の考え次第で Arbeit
も盛んに行なわれているが“大学の Klinikでは診療が
勉強なのだ"という考え方が一般的な考え方である。日
本の大学のように診療を終わっても，夜遅くまで大学に
残って仕事というようなことはまず例外である。
このほか，目本の大学 Klinikとの違いは何であった
ろうか。一般に活動的であって時間の無駄がない。午前 
10時頃のお茶の時間以外，一瞬の休みもない。大体腰を
降ろす場所もない。それは Prof.，Dozentそして若手
のスタッフもすべて同様である。外来のごった返す混雑
の中を次々に患者が的確に処置を受ける。
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さて， 1年 2ヵ月の間，このような研究生活を送り，
このような Klinikを見学して再び日本に帰り，あれこ
れ比較して考えると反省すべき多くのものを見いだす。
それにしても日本では一ーとか，それとひきかえ雑事
があまりに多くて一ーとかいうような言葉を私は今ここ
に使いたくない。現状には確かに多くの不満な点は多い
が，それでもわれわれの考え方次第でかなりの改善，限
られた時間に最大の効果をうることができそうである。
月なみな言葉であるが，各自の研究の時間，診療の時
間を大切にするということが比較的わが国では少ないの
ではなかろうか。
前述したように研究所でも事務的な会議も週に一回開
かれた。しかし，進行はきわめて能率的であって，自由
な発言が 2，3あっても適当な時聞に議長〈所長〉が断を
下して結末をつける。議題の多い日も 30分を越えるこ
とはない。だいたい，開始の時刻が正確無比で，会議場
(図書室〉の時計が 5時を指すと同時に所長が現われて
会議開始である。したがって研究のプログラムもそれに
合わせて作れるので仕事を妨げられることは少ない。
講演会，討論会も多くは夜 8時からとか，土曜の午後
とかに行なわれる。この場合も開始時刻は正確である。
ただし，討論は活発でたいてい予定時聞を大きくオーバ
ーするがこの場合は覚悟もできているのでいっこうにさ
しっかえない。こういう点は見習うべきであろう。
次に研究に対する考え方であるが，私が受けた感じで
は着実で慎重ということが印象に残った。いたずらに時
の早きを急がず，論文の数多きを誇らず， りっぱな研究
は多少遅れても必らず認められる，良い仕事なら時日を
要するのは当然という考え方であった。これは私のみが
反省すべきことかも知れない。研究の完成を急ぐとか， 
1つの論文を 2つに分けて， とかいうことは全くない。
できあがった仕事は一一私が彼らの研究態度を良く知っ
ているだけに一一誠に信頼しうるりっぱなものと思われ
る。
われわれが彼らに誇る多くのものを持っと同時に，彼
らからも学ぶべき多くのものがあるのは事実である。徐
々にでも，得たものを生かし，より良くする努力はぜひ
必要であろう。
以上， とりとめのない報告であるが，終わりに， 10月
末 BadNauheimを去る時計of.Dodtに“私のあと，
私の大学より視覚研究の研究員を御紹介してよろしいか"
とおたずねしたところ“喜んでお迎えする"とのお返事
を得たことをお伝えし，再びこの Kerckhoff.・Iustitut
に学ぶ者の多からんことを祈りつつ筆をおく。
〈千葉大学医学部眼科学教室講師〉
